


























































































 

１４. 褒   賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年度 褒賞 

 

最優秀委員会賞     拡大広報戦略委員会               

優秀委員会賞      交流推進委員会                 

 

 

最優秀事業賞       55 周年記念式典           

55 周年特別賞       社会開発委員会          

 

LOM 功労賞        事業推進委員会          

MIP 賞         「第 23回わんぱく相撲淡路場所」     

 

 

最優秀会員賞      小川 優一             

優秀会員賞       苫屋 千賀             

 

最優秀新人賞      桑原 世茂             

優秀新人賞       空山 智朗             

 

淡路島魅了発信功労賞  本名 佑至             

 

例会出席                           

時枝 弘記  新家 春輝  藤川 龍介  竹田 良平  藤井 宏昌  植野 泰幸 

萩本 雅彦  三浦 義嵩  寺岡 良祐  村田 泰志  有馬 輝行  桑原 世茂 

伊山 真司  中川 貴弘  横山 泰明  川越 勇輔  本名 佑至 

 

 

 

 

卒業生感謝状 

池尻 明人  寺岡 良祐  村田 泰志  廣田 欣也     

山田 義徳  笹津 寛照 























































 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 般 社 団 法 人 

淡 路 青 年 会 議 所 

  

 

２０１８年度 
 

事業報告書 
 

2018年1月1日～2018年12月31日 
  一般社団法人淡路青年会議所 



一般社団法人淡路議所青年会 

2 0 1 8年 度  ス ロ ー ガ ン 

 

 

 

 

先駆の誇り 

～出る杭となれ～ 
 

 

 

 

 

 

 

        

 

    

 

       2018 年度 理事長 

         竹田 良平 

  



１．理事長所信 

 

はじめに 

 我が国においては近年、2020 年東京オリンピックの開催決定以降、首都圏で

は早々に景気が上向き、建設業を中心としたインフラ需要の拡大、投資市場に

おける地価高昇と明白な経済効果をもたらしています。一方地方に目を向ける

と、地域創生のもと、独自の生き残りをかけた地方改革を各地域が各々の施策

の中推し進めております。このことは我々の故郷である淡路島においても例外

ではありません。一見、インバウンド拡大への取り組みや、多くのメディア 

による発信により観光分野においては見通し良く見えておりますが、大きな課

題として挙げられる人口減少に伴う労働力の低下や高齢化、教育機関の縮小、

地域コミュニティの崩壊など街としての根幹が疲弊しているのが現状です。し

かしながら我々が住むこの淡路島は京阪神地区からの抜群のアクセス立地や四

季折々の原風景が息づく風土、くにうみ神話を代表とした国が誇れる文化と、

他の地域には無い圧倒的なポテンシャルを秘めた島であることは言うまでも 

ありません。我々は今一度このすばらしい故郷を愛し、これからの未来を願い、

アイデンティティを醸成し、魅力ある故郷を発展、発信する必要があると考え

ます。 

 そして我々一般社団法人淡路青年会議所は「淡路はひとつ」の理念のもと、

先輩諸兄が紡いでこられた淡路JC の志と伝統を継承し、昨年度、55 年という

節目を刻むことができました。我々はこれからも貫くべき理念を共有し、メン

バーが一心に活動をしていかなければなりません。過去から受け継いできた志

を継承し、次なる一歩へと進むべく、組織として、人として、そして何より地

域に対して、新しい時代に向けたムーブメントを起こすことが何より求められ

ているのではないでしょうか。 

 

淡路島のこれからを問う 

JC 運動は、投げた石により起きた波紋が広がりを起こす活動をするべきであ

ります。2020 年の東京オリンピックへ向けて、首都圏だけではなく様々な地域

が交流人口の獲得など地方改革へ向けて動き出しており、そのような状況下の

なか、我々が住む淡路島においても特に観光分野でのインフラ整備、情報発信

の機運が高まっております。しかしながら、2020 年ですべてが終わってしまう

わけではありません。地域がさらなる飛躍へ向けて、今こそ長期的なビジョン

が必要であり、地域の主役である淡路島民が今後の淡路島の方向性がどのよう

にあるべきか、また地域が持つ魅力をどのように発信するべきか、その羅針盤

を示すことが私たち淡路JC に課せられた責務であります。そしてその波紋の広

がりとは、淡路島民が自ら考え、自らが意思決定できる土壌を形成するべきで

あると考えます。我々淡路JC は先輩諸兄から脈々と受け継がれた揺るがない理 

念が存在します。「淡路はひとつ」その理念こそが淡路島のこれからを問うた



めには切り離すことのできない唯一の命題であります。我々は本年度、若き青

年らしく大胆かつ果敢に、この理念を胸に淡路島の未来に明確な指針を打ち立

て、淡路島のあるべき姿を示し、先駆的に行動してまいります。 

 

未来へ向けて 

 人口減少はもとより、未来ある子どもたちの数も加速的な減少傾向にある淡

路島においても、子どもたちはまちを明るくし活力を与える存在であり、何よ

り未来の担い手であることは言うまでもありません。そんな淡路島の未来を担

う子どもたちに家庭や学校、地域だけではできない体験をする機会を創り、ま

た故郷への愛郷心を育むことも、我々に課せられた重要な責務であります。子

どもたちの数が少なくなってきているからこそ、社会性や協調性を学び、信頼 

しあう心を育み、希薄になってきている地域との関係性をもう一度つなぎ直す

ことが必要なのではないでしょうか。そして、子どもたちが成長をした分だけ、

未来の淡路島がより明るい地域へ向上できると確信しています。 

 

志の共有 

 拡大なくして発展はなし。20 歳から40 歳までの限られた時間の中で活動す

るため、常に人は入れ替わります。そして、会員数の減少は組織の衰退を招き、

未来ある活動が難しくなります。近年、拡大活動は成功し、入会メンバーは増

えているものの、卒業メンバーも多くLOM としての会員減少が続く中、昨年度

はそれ以上の多くの同志を迎え入れ、幾年ぶりかのメンバー数増加でスタート

することができました。しかしながらそれに伴い、入会年度の浅いメンバーが

急増している中でこれからは、「全員拡大」の意識醸成と入会年度の浅いメン

バーに対してのボトムアップが必要となります。なぜなら、この組織でしか出

会えない仲間とかけがえのない時間を共有し、互いが磨かれることこそが組織

の魅力を形成し、新たに人を惹きつけるものになると確信しております。その

ためには、魅力ある人財育成が何より必要となり、継続的に行わなければなら

ない責務であると考えます。故郷である淡路島を想い、その発展を願う会員が

それぞれの強みを生かし、魅力ある活動をすることが組織の発展へ繋がります。

そして、新たに入会したメンバーがJaycee として、また地域の次代を担う者と

しての品格を持ち、魅力あるリーダーへと成長することで、組織は更なる発展

を遂げ、ひいてはその根幹である我々の活動が、より大きく波及すると考えま

す。 

 

想いの共有 

 人は人によってのみ磨かます。青年会議所はグローバル組織であると同時に、

地域を共有し、その地域へ想いを馳せる同志と共に活動を行っています。その

同志や先輩諸兄、また同じく地域を想う団体と活動を共にすることで、一般社



団法人淡路青年会議所も磨かれます。淡路JC メンバー、淡路JC と関りを持っ

ている方々と語り合い、想いを共有していくことは、自己の成長だけではなく

組織の成長へとつながるはずです。そして、感謝をもって他団体の方々積極的

に関わりをもっていくことが、淡路JC を新たな一歩へと導きます。そして組織

を活性化させるためには何より想いを共有し、目的を共有することにあります。

個々が積極的に関りを持ち、役割に縛られないマルチタスクな組織活動を行っ

ていくことで関係をより強固なものとし、あらゆる局面を共に乗り越えていき

ましょう。 

 

場の共有 

 一般社団法人淡路青年会議所は様々なメンバーが集まっている組織です。メ

ンバーにより職種は違い、環境が違い、考え方も違い、使える時間も違います。

それでも、淡路島に対する想いは同じあり、そのことを再確認し、議論できる

場が例会です。だからこそ、月に一度集まり、全メンバーが時間と空間を共有

することで、ＪＣ活動の原動力へと繋がり、淡路ＪＣの志を共有できるように

なります。全メンバーが有意義な時間となり、個人個人の能力が向上できるよ 

うに企画、設営、運営に各委員会が臨み、年間を通した関連性とメンバーが主

体的に参加できる空間づくりが必要であると考えます。 

 

「明るい豊かな淡路島」を実現するために 最後に 

グルーバル組織である青年会議所は、世界中でその活動が行われています。

そして、「奉仕」「友情」「修練」は先輩諸兄から受け継がれたかけがえのな

い価値観として共有しなければなりません。この三信条は、一般社団法人淡路

青年会議所の揺るぎない価値であります。飽きるまで議論を交わし、涙がでる

ほどの活動を行い、これ以上ないほど自分を磨きましょう。そうすることで、

JC 活動をする価値が初めて生まれてきます。そして、淡路JC には議論を行う

べく議題は山のようにあり、夢中になれる活動は一年中行っております。そし

てなにより自分を磨くための同志はすぐ隣にいます。JC 活動は単年度制です。

この2018 年度に見ることのできる景色は、二度と同じものを見ることはできま

せん。今年度、これ以上ない活動を共に行い、共有し、自分たちの経験にして

いきましょう。1 年間は走り抜ければ瞬く間に過ぎてしまいます。悔いなく全

力で駆け抜け、その瞬間生まれるインスピレーションを具現化し、またとない

一瞬を自分だけの足跡として刻みましょう。その積み重ねこそが明日の「明る

い豊かな淡路島」の実現へと繋がると信じて。 

 

 

 

 

 

 



 

２．基 本 方 針 

 

一、自分の閃きを信じポジティブ且つ 

スピーディーに行動しよう。 

 

一、すべての行動にアイデアと楽しさを！ 

 

一、自己成長が何よりの組織力向上と信じ 

行動しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．副 理 事 長 抱 負 

副理事長         

藤井 宏昌         川越 勇輔          藤川 龍介       波戸 大樹 

      
一般社団法人淡路青年会議所においては近年の拡大活動の成果により多くのメ

ンバーが入会しながらも、経験豊富であった先輩方が多数卒業され、メンバー

構成は大きく変わりました。淡路JC が今後も力強く発展し続けるためには、メ

ンバー一人ひとりがJC という組織の意義をより深く認識し、高い意識のもとで

活動し続ける必要があります。このような状況下で、我々副理事長の責務はさ

らに重要度を増していくと考えます。 

 諸先輩方はこれまで「淡路はひとつ」という理念の基、明るい豊かな淡路島

を思い描き、時代の先駆者としての気概を持ち、力強く歩んでこれました。今

日まで受け継がれてきたまちづくりに対する情熱や姿勢は５６年目を迎える今

年度においても受け継がれ、さらなる次代へと継承されていくべきあります。

なぜなら、私たちの活動そのものは諸先輩方の築き上げてきた歴史と伝統の上

に成り立っているからです。我々副理事長はメンバー各々が自身の取る行動一

つひとつに対して、それが地域のため、組織のため、そして何より自身の成長

に繋がっているのかを考えた上で行動し、その結果が歴史の一部となりうると

いう事を常に意識しながら活動できるよう指導を行ってまいります。そして

日々のJC活動を通じて歴史と伝統を受け継ぐことの重要性、またJaycee として 

認識すべき自覚と責任を全メンバーに伝えて参ります。そして身に付けた自覚

と責任を一人ひとりが日々の行動に活かすことで淡路JC が今以上に魅力的な

組織となり、我々の志に共感し、共に活動を行う仲間をより多く迎え入れうる

確固たる組織となるように尽力致します。 

 我々が背中を見せ、全身全霊で活動することがメンバー一人ひとり、Jaycee 

としての自覚と責任の向上に繋がり、高い意識のもとで活動を行い続けること

が組織の活力、そして地域の活力へと伝播し、「明るい豊かな淡路島」の実現

につながるものと確信致します。 

 

基本方針 

１. 諸先輩方の意思を受け継ぎ、次世代へと引き継ぎます。 

２. Jaycee としての自覚と責任を全メンバーへ伝えます。 

３. JC 活動・運動の成功のために全身全霊を以て責務を全うします。 

 

 



 ４．専 務 理 事 長 抱 負 

専務理事 三浦 義崇 
                         

 

 

「淡路はひとつ」という理念のもと、我々一般社 

団法人淡路青年会議所は55 年間活動してまいりま 

した。今年度は、節目からの新たなる歩みを始める 

とともに、先輩方が積み重ねてこられた伝統を引継 

ぎ、淡路JC の想いと情熱を絶やすことなく組織として更に発展させます。そし

て、メンバー一人ひとりが成長を伴い、新しい発想と明確な目的をもった熱意

ある活動を行う必要があると考えます。 

 淡路島を変えるという高い志を持ち、メンバー一人ひとりが成長することに

よって、淡路JC が輝き、淡路島が輝きます。明るい未来を描く青年らいし発想

によって、新たなる運動を発信し続け、常に前向きに挑戦していかなければな

りません。そのためには、我々淡路JC メンバーが淡路島について熱く語り合い、

一つひとつの事業に真剣に向き合える機会が必要です。そして、今年度は専務

理事として、淡路JC メンバーが理事長の所信を2018 年度の最後まで貫けるよ

うに、その想いをメンバーへ浸透させ、様々な事業と関わり、すべての委員会

が最大の力を発揮できるよう役目に徹します。そのうえで、人と人とが真剣に

向き合える環境を整え、共に活動する中で淡路JC に誇りを感じ、魅力あふれる

組織となるような機会を創ります。そのためにも、淡路JC の想いを知っていた

だける機会を創り、熱い活動を行える仲間を増やします。そして今一度、青年

会議所活動の意義である「まちづくり」を見つめ直し、Jaycee としての信念を

貫き、未来の淡路JC のあり方を考え、淡路JCメンバー同士が磨きあうことでよ

り強固な組織として、足元を固めていく所存です。 

 理事長が描く淡路島を実現すべく、専務理事の役職に徹し、すべての活動を

メンバーと共に汗を流し成功させることで、共に成長し、変化を与え、様々な

困難にも屈しない魅力あふれる組織になることにより、「明るい豊かな淡路島」

の実現へ進むと確信しております。 

 

 

基本方針 

１. 理事長の所信を完遂するために、専務理事としての業務に邁進します。 

２. 各事業の本質を知ったうえで、メンバー同士が熱く議論できる組織 

  運営を行います。 

３. 淡路 JC のメンバー全員が共に成長できる環境づくりを行います。 

 

 

 

 



５．監 事 抱 負 

    監事       新家 春樹           時枝 弘記 
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々一般社団法人淡路青年会議所は 56 年間にわたり諸先輩方の築き上げてくださった歴史

を受け継ぎ、55 年の礎のもと、新たな一年がスタートいたします。変化を恐れず、何事に

もチャレンジし、新時代を想像するタイミングとなります。本年度は監事といたしまして、

より一層「明るい豊かな淡路島」に向けて邁進するためきちんと活動が行われているかど

うか見極めなければなりません。監査はもちろんのこと、今までの経験を基に、メンバー

にアドバイスを積極的に行い、時には厳しく叱咤激励し、共に同じ目標に向かって歩んで

いきたいと思います。一年間メンバーの皆様のご理解ご協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

                   基本方針 

１． 理事会と相反する位置づけとして起こるであろう事由を見極め、的確な判断をいた

します。 

２． 理事に対し、淡路青年会議所としてあるべき姿を追求し、指導いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



６． 公室長・委員長事業計画並びに予算及び役割業務 

  

理事長公室                                公室長 横山 泰明 
 

スローガン 

 

ＦＵＮ！ 

 

 

 

我々一般社団法人淡路青年会議所は「淡路はひとつ」の  

理念のもと、先輩諸兄が紡いでこられた志と伝統を継承し活

動をしてまいりました。昨年度55周年の節目を迎え、新たな

るスタートを踏み出す上でも、次世代に向けた強固な組織運

営の確立が必要であると考えます。そして、我々が目指す「明

るい豊かな社会」の実現を目指すためには、青年会議所とし

ての基礎的業務を迅速かつ確実に遂行することが必要です。 

 まずは各委員長の想いがつまり、理事長が掲げる所信を達成できる事業を実

現するために、三役会・理事会を諸規則にのっとり円滑な会議運営をできるよ

うに事前に各資料のチェックなど入念に準備を行います。そして、理事会が活

発で充実した議論ができる場とするため各委員長が想いをぶつけ合い切磋琢磨

できる環境を整え、成長できる場となるように努めてまいります。さらに、三

役や各委員長と積極的にコミュニケーションを図りながら想いをつなぐ架け橋

となるべく、組織の活性化及びサポートをしてまいります。また、ホームペー

ジ・SNS 等の管理・運営の役割においては、淡路JC の活気溢れる姿を、分かり

やすく、迅速に伝え、そして的確なタイミングで確かな情報をホームページ・

SNS等にて発信を行います。そして、会員拡大に関する業務につきましては、同

じ志を持つ仲間を一人でも多く入会に導き、組織を活性化できるように努めて

まいります。そのためには、担いである情報ツールをしっかりメンバー間で共

有し最大限に活用すると同時に、候補者一人ひとりに対して、熱意を持って積

極的に向き合い拡大活動へと繋げます。 

 淡路JC メンバーが積極的にコミュニケーションを図り、迅速な情報共有が出

来る環境づくりを理事長公室が行う事で組織の活性化、想いの共有を生み出し

各事業が輝きを放つことにより「明るい豊かな淡路島」の実現へつながると確

信いたします。 

 

 

 

 



 

事業計画並びに予算及び役割業務 

 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

・ホームページの管理・運営 

 

・例会の企画・設営及び運営 

 

通年 

 

7月 

ホームページの管理 

運営 

7 月例会の企画及び運

営 

正会員 

 

正会員 

準会員 

148,320 

 

7,000 

 

ホームページ制

作費 

例会設営費 

   合計 155,320  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

・ホームページの管理・運営 

・広報・メディアの活用（ホーム

ページ・ＳＮＳ等の有効利用） 

･ 理事長の秘書的業務及び専務

理事の補佐 

・ 一般庶務事項及び発送文章の

管理 

・ 財務に関する処理及びコスト

ダウンの調査 

・ 年会費・入会金の調査 

・ 会費の徴収 

・ 渉外業務全般 

・ 事務局全般にわたる業務及び

管理 

・ 理事会の設営及び議事録の 

作成 

・ 三役会の設営 

・ 通信案内簿及び諸記録の整理 

・ 会員拡大に関する業務 

・ 公室活動の記録保存 

・ 全事業への参加協力 

・ 理事長諮問に関する答申業務 

7月 

通年 

 

通年 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

前期・後

期 

通年 

通年 

 

通年 

 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

ホームページの管理運営 

 

 

 



明日の淡路確立委員会                     委員長 木戸 隆一郎 
 

スローガン 

 

今挑む。淡路島の未来のために 

 

 

 

 

        もはや「常識」となった少子化や急速な高齢化、伴う担い手

不足。これらが絡み減少は、淡路島でも確実に進行し、つつ

あります。社会保障費は年々増大し、右肩上がり備された社

会資本等の老朽化が進み、維持や更新に多なってきています。

これらの課題に対して、三市それぞれで行うのではなく、淡

路島全体で取り組む必要があります。 

 一昨年度、一般社団法人淡路青年会議所が事務局を担い、島内三市をはじめ

関係諸団体が連携し、淡路島のストーリーが認定を受けた日本遺産を萌芽とし

て、昨年は淡路島総合観光戦略や、島内全域を計画区域とする地域公共交通網

形成計画の策定に向けての会議等が開催され、淡路島の魅力発信や様々な課題

に対し、三市一体で取り組んでいく機運が高まっています。一方で、身近なコ

ミュニティは衰退しつつあり、今後は地域社会における自治の再構成と新たな

システム作りが求められています。住民自治の原点に立ち戻り、それぞれの地

域に合わせた地域運営組織の確立が重要であると考えます。そのためには、淡

路島に住む一人ひとりが課題や将来について考え、議論し、意思決定を行わな

ければなりません。「淡路はひとつ」の理念のもと、我々淡路JC が、人口減少

社会という事実を冷静に受け止めつつ、青年らしく大胆に淡路島の長期ビジョ

ンについて発信しなければなりません。消耗戦の自治体間競争から、連携によ

る新たなまちづくりの形を示し、淡路島から日本を変えるという気概を持って、

その具体像の確立にむけて全力を傾注する所存です。 

 住民自治の在り方を問い直し、島民の当事者意識の醸成を図り、地域資源の

活用を図るとともに、その具現化に向けて行動を共にする仲間を増やしていく

ことが、先駆的な取組として伝播し、ひいては「明るい豊かな淡路島」の実現

に繋がると確信しております。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

事業計画並びに予算及び役割業務 

 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

・例会企画・設営及び運営 

 

 

・社会開発事業 

 

 

 

 

 

6・10月 

 

 

6月 

例会の企画・設営及び

運営 

 

社 会 開 発 事 業 の 企

画・設営及び運営 

正会員 

準会員 

淡路島民 

 

淡路島民 

920,500 

 

 

764,500 

 

   合計 1,685,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営（2

回） 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

・社会開発事業の企画・設営及び

運営 

・会員拡大に関する業務 

・委員会活動の記録保存務 

・全事業への参加協力 

・理事長諮問に関する投信業務 

 

 

 

 

6・10月 

 

通年 

 

6月 

 

通年 

通年 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

社会開発事業の企画・設営及び運営 

 

 

 

 

 

 

 



次世代育成委員会                           委員長 中川 貴弘 
 

スローガン 

 

行動、共感そして志へ 

 

 

           一般社団法人淡路青年会議所の一員として淡路島の地

で活動していく中で芽生えた地域を愛し、仲間たちと共

に切磋琢磨していくという喜びを個人の心中だけに留め

ず、次の世代にも同じ想いを抱かせ、更に次代へと継承

していく事が次世代育成に課せられた責務であります。

その為には、メンバーの多くが入会年数の浅い昨今の状

況において、その想いの浅深を埋め、志へと進化させる

事が必要であると考えます。 

 次世代育成事業では、淡路島が持つポテンシャルの見分を主軸とし、実感と

共感をテーマに、個々の成熟及び淡路JC の更なる組織力、発信力の向上に取り

組んでいく所存です。そして、その成果を高い水準で達成する為には、何より

も「行動」する事が必要であると考えます。新しい時代に向け、様々な地域変

革が求められている昨今、この淡路島の地でも次代への方向性を示す行動が求

められております。その為には、我々が未来を紡ぐ旗手となり、淡路島の新た

な魅力を形として残す行動をせずして次世代の育成など成されるはずがありま

せん。「百聞は一見に、百見は一考に、百考は一行に如かず」と続くように知

識だけに囚われず、その地に赴き見分し、実感する事で思考を巡らせ、生まれ

たアイデアを議論し研磨することで得られる共感の連鎖を繰り返し、個人とし

ても組織としても能動的に行動する力が養える例会及び次世代育成事業を目指 

します。また、その過程や得られた発見や成果を全メンバー間で共有し、活動

を広く周知させる事で、今後の会員拡大も自ずと成されていくものと捉えてお

ります。 

 行動を積み、実感と共感を重ね、Jaycee 一人ひとりの加熱した想い 

は必ずや次世代の志となり、更に強固な理念として組織を先導し、その 

結果「百行は一果に如かず」と結ぶ通り「明るい豊かな淡路島」の実現 

という成果を残すものと確信しております。 

 

 

 

 



事業計画並びに予算及び役割業務 

 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

・4月例会 

 

・次世代育成事業 

 

・11月例会 

 

4月 

 

7月 

 

11月 

例会の企画・設営及び

運営 

次世代育成事業の企

画・設営及び運営 

例会の企画・設営及び

運営 

正会員 

準会員 

正会員 

準会員 

正会員 

準会員 

21,000 

 

90,000 

 

40,000 

 

 

 

 

 

 

 
 

   合計 151,000 

 
 

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営 （2

回） 

・次世代育成事業の企画・設営及

び運営 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

 

 

 

 

4・11月 

 

7月 

 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

次世代育成事業の企画・設営及び運営 

 

 

 

 

 

 



総務委員会                               委員長 笘屋 千賀 
 

スローガン 

 

魅力を磨く ～人として、組織として～ 

 

 

             一般社団法人淡路青年会議所は、昨年度55 周年を

迎え、諸先輩方が積み重ねてこられた伝統に改めて

敬意を表し､次の一歩を踏み出しました。淡路JC は

志同じくするメンバーが集まり、「淡路はひとつ」

の理念のもと、地域社会の発展のために邁進してま

いりました。今後も未来へ向かって能動的に活動す

る組織へと成長をしていかなければなりません。そ

のためにはLOM 全体が安心して活動できるよう明確

かつ堅実な基盤が必要となります。 

 理事長所信のもと、メンバーが共通の志を持ち、責任感と一体感をもって行

動し、有益でクオリティの高い事業を行うことは地域における淡路JC の存在価

値を高めることとなります。また事業を成功させるために一心に事業に励むこ

とは、各メンバーの自己成長にも繋がります。総務委員会は組織運営の一部を

担う委員会として、LOM 全体がモチベーション高く活動を行えるよう、全力で

サポート致します。そして、組織運営の基となる会員名簿の作成は、会員情報

などの早期収拾と確認を行い、正確かつ最新の情報を反映致します。また総合

資料は、LOM の組織管理の保管資料としてだけではなく、現状を次世代に伝え

ていくために正確でわかりやすい内容で作成致します。さらに、LOM 役員懇談

会においては、兵庫ブロック協議会と意見を交換することで、淡路JC の魅力を

伝え、自己理解をさらに深めるだけではなく、多くの気づきを互いに習得でき

る機会と致します。また担いである例会では、メンバーのスキルアップを基本

とし、JC 活動の価値を参加メンバーに感じて頂き、参加することの意義を理解

していただけるよう企画・設営を致します。 

 魅力的な組織づくりに同じ志を持ち、一心に邁進することは必ず組織規模の

拡大につながり、メンバーの自己成長にも繋がります。そして積み重ねた活動

は「明るい豊かな淡路島」の実現につながるものと確信しております。 

 

 

 

 



事業計画並びに予算及び役割業務 

 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

・会員名簿の作成 

 

・総合資料の作成 

 

・総会の設営及び運営 

 

 

・例会の企画・設営及び運営（2

回） 

 

・LOM役員懇談会資料作成並びに

役員懇談会の企画・設営及び運

営 

2月 

 

2月 

 

1・8・12 

月 

 

3・8月 

 

 

 2月 

会員名簿の発行 

 

PDFデーター及び CD-R 

 

総会資料及び議事録

の作成 

 

例会の企画・設営及び

運営 

 

LOM 役員懇談会資料作

成並びに役員懇談会

の企画・設営及び運営 

正会員 

特別会員 

正会員 

 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

330,000 

 

1,000 

 

0 

 

 

89500 

 

 

0 

 

 

 

 

保存用 

 

一般会計会議費 

 

 

例会設営費 

講師関係費 

 

 

   合計 420,500  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・会員名簿の作成 

 

・2018年度総合資料の作成 

 

・LOM役員懇談会資料作成 

 

・総会の設営及び運営、総会資料        

及び議事録の作成 

 

・例会の企画・設営及び運営（2

回） 

 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

 

・会員拡大に関する業務 

・委員会活動の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮文に関する答申業務 

 

2月 

 

2月 

 

2月 

 

1,8,12

月 

 

3,8月 

通年 

 

通年 

 

 

通年 

通年 

通年 

通年 

 

 

 

 

LOM役員懇談会資料作成並びに役員懇談会の企画・設営及び運営 

総会設営及び運営、総会資料及び議事録の作成 

 

 

 

例会の企画・設営及び運営 



会員交流委員会                            委員長 小川 優一 
 

スローガン 

 

「Connect」 ～その一瞬を大切に～ 

 

 

             仲間との絆を深め、結束力を高めることこそが組

織力の向上に繋がる。このことは一般社団法人淡路 

青年会議所の先輩諸兄が55 年間想いを込めて取り

組んでこられた各事業が物語っています。入会3 年

未満の新しいメンバーが多い近年において、LOM 全

体の交流を図るだけでなく、OB 諸兄をはじめ、支援

してくださる方々の理解と協力が我々の活動を支え

ていただいているということを、今一度再確認する

ことが必要です。 

 本年度は「生涯付き合っていける仲間づくり」に重きを置き、メンバー同士

が個々の繋がりをより大切にし、各委員会活動においても笑顔が溢れ、それぞ

れの事業が純粋に楽しく、皆で一つの目標を達成する喜びを分かち合いながら、

LOM 全体の結束力をより強固なものにすることを目指します。新年会において

は、新年度が始まり、新たな体制としての初めての事業という最も重要な位置

づけだからこそ、工夫を凝らし、おもてなしの精神を忘れず、メンバー全員が

感謝の気持ちを参加される全ての皆様に伝えられるよう取り組んで参ります。

また、淡路島まつりおどり大会では、メンバー同士の連帯感を醸成し、我々を

支援してくださる諸団体や他LOM、そして島民の方々に対して淡路JC の強固な

結束力と活力を発信できるような企画運営に務めます。それらを実現していく

ために我々の委員会が積極的に他のメンバーと関わりを持つことで交流の重要

性を伝えてまいります。淡路JC の活動を楽しく、魅力的に伝播させていくこと

が「会員拡大」へと繋がり、同志が増えることが組織の更なる活性化に繋がる

という好循環を生み出していくものだと考えます。 

 メンバー一人ひとりが切磋琢磨し、共通の目標を達成する喜びを分かち合う

ことは、組織のさらなる発展に必要不可欠です。そして皆が楽しく、笑顔溢れ

る活動を展開することが淡路JC の活力となり、「明るい豊かな淡路島」の実現

に繋がると確信しております。 

 

 

 

 

 



事業計画並びに予算及び役割業務 

 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

・新年会の企画・設営及び運営 

 

・5月例会の企画・設営及び運営 

 

・淡路島まつりおどり大会の企

画・設営及び運営 

 

1月 

 

5月 

 

 

8月 

新年会の企画・設営及

び運営 

例会の企画・設営及び

運営 

淡路島まつりおどり

大会の企画・設営及び

運営 

正会員 

準会員 

正会員 

準会員 

正会員 

準会員 

280,000 

 

69,000 

 

 

172,000 

 

   合計 521,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

新年会の企画・設営及び運営 

 

・例会の企画・設営及び運営（5

月） 

 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

 

・淡路島まつりおどり大会の企

画・設営及び運営 

 

・会員拡大に関する業務 

 

・委員会活動の記録保存 

 

・全事業への参加協力 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

1月 

 

5月 

 

通年 

 

8月 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

 

新年会の企画・設営及び運営 

 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

 

 

淡路島まつりおどり大会の企画・設営及び運営 

 

 

 

 

 

 

 



青少年育成委員会                            委員長 伊山 真司 
 

スローガン 

 

次代への思考が今の行動を創る 
 

 

             地域を想う気持ちこそ、まちの活力の源であり、

地域の持つ魅力の多さが、まちに住む人々の豊かさ 

の現れであると感じます。そして双方は、地域活性 

に欠かせない力だと考えます。これは人の育成にも  

言えることであり、例えるなら地域への想いといえる

精神と地域の魅力といえる肉体を共に鍛えることで人

はより成長します。それは、成熟期ではなく幼少期か

ら養うことが大切であり、青少年育成はそのために必

要な取り組みです。 

 子どもたちが「夢」や「希望」を抱き行動する姿勢や、困難な状況にも立ち

向う強く逞しい精神力と豊かな心を持ちあわせることは、地域活性につながる

ことだと考えます。さらに淡路島においては、青少年世代が淡路島の歴史や伝

統文化を知り愛郷心を育むことで、淡路島の未来が切り拓かれるものと感じて

おります。「第24 回わんぱく相撲淡路場所」では、相撲を通じて礼儀礼節を学

ぶと共に、力を尽くして相手を思いやる日本人らしい精神を鍛えることで、道

徳心を養う機会に繋がるよう目指して参ります。また、例会においては、青少

年世代の愛郷心を育むために、先ずは子どもたちの成長に必要な環境をつくる

べく、我々青年層で思考を共有し意思統一を図ることが、延いては淡路島にお

ける若年層の課題への取り組みにもなると考え、企画運営を行って参ります。

これらの活動を通じて青少年世代の愛郷心を育むことは、淡路島の活性、若者

の定着に通じるものであり、更には一般社団法人淡路青年会議所の魅力を伝え

ることによって、これからの淡路島の担い手となる仲間づくりの一環にもなる

よう尽力致します。 

 我々が取り組むべき次代を担う子どもたちの愛郷心を育む青少年育成とは、

未来の淡路島を活性させる人財の育成であり、淡路島の魅力を向上させるとい

うことです。そして、そのことが淡路JC の目指す「明るい豊かな淡路島」の実

現になると確信しております。 

 

 

 



事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

・1月例会の企画・設営及び運営 

 

・わんぱく相撲淡路場所の企画・

設営及び運営 

 

・9月例会の企画・設営及び運営 

 

1月 

 

4月 

 

 

9月 

例会の企画・設営及び

運営 

わんぱく相撲淡路場

所の企画・設営及び運

営 

例会の企画・設営及び

運営 

正会員 

準会員 

淡路島在

住小学生 

 

正会員 

準会員 

69,000 

 

200,000 

 

 

21,000 

 

   合計 290,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営（1

月・9月） 

 

・例会欠席者へのアテンダンスの

案内及びフォロー 

 

・わんぱく相撲淡路場所の企画・

設営及び運営 

 

・ゴルフ同好会・卒業コンペの開    

 催 

 

・会員拡大に関する業務 

 

・委員会活動の記録保存 

 

・全事業への参加協力 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

1・9月 

 

 

通年 

 

 

4月 

 

通年 

 

通年 

通年 

 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

わんぱく相撲淡路場所の企画・設営及び運営 

 

 



JC 活動向上委員会                           委員長 桑原 世茂 
 

スローガン 

 

深 根 固 柢 
 

 

              一般社団法人淡路青年会議所は55 年の節目を

迎え、これからの光輝く未来へと踏み出してまい

ります。その一歩がより強い一歩となるためには、

理事長が指し示す所信のもと、公室・各委員会が

それぞれの特色を生かした事業を行い、事業の設

営・運営を全メンバーが一丸となり成功裡に終わ

らせることが重要です。そのためにも、公室・各

委員会の事業自体の魅力を正しく伝えることによ

って出席率の向上を図ることこそ必要となります。 

 我々、淡路JC は近年のメンバー拡大活動が実を結んだことから、経験年数の

浅いメンバーの割合が例年以上に高くなっているのが現状です。拡大なくして

発展はなしの志の共有と、淡路JC の先輩各位が培ってきた伝統と歴史を紡ぐ担

い手となるメンバーの意識醸成こそが課せられた使命であると考えます。55 年

続く淡路JC の礎の継承と、これからの未来に続く淡路JC の新たな伝統の1 ペ

ージを刻む手助けをし、様々な事業の設営補助業務を通じ、淡路JC が一つにな

って活動することで「淡路はひとつ」の理念をより深く若いメンバーにも浸透

させていくことができると確信しております。当委員会が中心となり、LOM 全

体が一つとなって考え、行動し一緒に汗を流して活動することで、自己のみな

らず仲間の成長も促すことへの喜び、そして大切さを示します。その実現のた

めにも青年経済人としての基礎を見つめなおし、淡路JC での活動で得た経験が

自己の成長だけにとどまらず、新たな視点の開花に結ぶための事業を行います。

また情報密度の高い対内広報誌を発行し、メンバーはもとより先輩各位に発信

してまいります。 

 公室・各委員会の活動が糧となり、今まででは考えもつかなかった発想の開

拓を行うことでよりハイレベルなJC 活動の実現を促し、その活動をもとに淡路

JC の発展・成長する姿こそが「明るい豊かな淡路島」の実現の原動力になるも

のであると確信しております。 

 

 

 



事業計画並びに予算及び役割業務 

 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額（円) 備考 

・2月例会 

 

 

・12月例会 

 

 

・対内広報誌の発行 

2月 

 

 

12月 

 

 

通年 

例会の企画・設営及び

運営 

 

例会の企画・設営及び

運営 

 

対内広報誌の校正・イ

ンタビューなどのと

りまとめ 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

OB会員 

21,000 

 

 

100,000 

 

 

369,000 

例会設営費 

 

 

例会設営費 

   合計 490,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営 

(2回) 

・例会欠席者へのアテンダンス 

の案内及びフォロー 

・例会・事業における写真撮影 

などの記録保存 

・対内広報誌の発行 

・例会の設営及び補助業務 

(12回) 

・会員拡大に関する業務 

・委員会活動の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮問に関する答申業務 

2・12月 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

通年 

 

通年 

通年 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

例会・事業における写真撮影などの記録保存 

 

対内広報誌の校正・インタビューなどのとりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７． 出 向 者 抱 負 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 

持続可能な近畿確立委員会                  植野 泰幸 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 

 国際会議支援委員会                    岸本 篤人 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

 日本ＪＣ連携推進会議                  本名 佑至 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会持続可

能な近畿確立委員会に出向となりました。本委員会は近畿の各

地域にある地域資源を開拓し、活力を与えることを目的として

おります。たくさんの情報を LOMに持ち帰れるよう頑張ってま

いりますのでよろしくお願いいたします。 

 

今年度、日本 JC 国際会議支援委員会に出向させていただくこ

とになりました。JCI ASPAC 鹿児島大会の渉外窓口、JCI 金沢

会議の実施、JCI World Congress 横浜大会誘致への支援、イ

ンターナショナルナイトの開催、世界が共感するクールジャパ

ンを発信する事業への企画・実施等内容の濃いものばかりとな

っております。LOM での経験を十分に活かし頑張ってまいりま

すのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

本年度、公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック

協議会日本 JC 連携推進会議に出向させていただくことになり

ました。本会議は、地域での交流や家庭における教育、道徳心

の向上、さらに各々が住む地域への帰属意識が高まってきてい

る中で、日本国憲法が現代のわれわれの生活に合致しているか

を顕彰し、憲法に関心をもってもらい、近年高まりつつある憲

法改正への議論をより深める事業を推進する役割を担ってお

ります。 

出向させていただくこの機会に、国生みの島にて活動してい

る淡路 JC の一員として、島民へしっかりとした説明が出来る

よう憲法への知識をより深め、憲法改正への意識向上に努めて

まいります。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致し

ます。 

 



公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫の未来創造委員会                   伊山 真司 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

ＪＣ運動発信委員会                   小川 優一 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

ブロック大会運営委員会                 川越 勇輔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度、兵庫ブロック協議会 兵庫の未来創造委員会に出向さ

せて頂くことになりました。知事懇談会・ＪＣカップ・魅力発

掘プロジェクト、そして本年は兵庫県政 150周年でありそれら

に関わる業務が役割となっております。通年のものに加え、新

たな取り組みもあり、経験だけでは判断できない柔軟性も問わ

れる中で、淡路ＪＣから出向しているという責任を自覚し、頑

張ってまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

本年度、兵庫ブロック協議会 JC運動発信委員会に出向させて

頂くことになりました。出向させていただくにあたって本委員

会では、JC活動を地域の方に周知して頂くための戦略的広報手

法を学び、LOM の活動に役立つよう持ち帰りをしたいと思って

おります。精一杯頑張ってまいりますのでよろしくお願いいた

します。 

 

本年度、ブロック大会運営委員会に出向させて頂くことになり

ました。５１回目を迎える伝統あるブロック大会は本年、三田

の地にて開催されます。県内各地青年会議所はもとより県民が

集う最高の大会にすべく精一杯頑張ってまいります。よろしく

お願いいたします。 

 



公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

財政規則審査会議                    藤川 龍介 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会            中川 貴弘 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会            空山 智郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度、兵庫アカデミー会員拡大推進委員会に出向させていた

だくことになりました。委員会の掲げる絆を構築して会員拡大

に繋げるという活動の中で得たものを LOMに持ち帰り、今後の

委員会活動に活かせられるように邁進したいと思いますので、

何卒よろしくお願いいたします。 

本年度、兵庫ブロック協議会 財務規則審査会議に出向させて

頂くことになりました。今回で 5度目の出向ということで、こ

れまでの LOMの経験も活かしながら自己研鑽を積み、また LOM

での活動向上へと結び付けたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

本年度、兵庫アカデミー委員会に出向させていただくことにな

りました。会員拡大推進委員会に配属となり、会員拡大に関す

る業務が主な役割となっております。積極的に委員会に参加し、

拡大手法を学び LOM の拡大にも貢献できるよう、１年間頑張り

ますのでよろしくお願いいたします。 

 



公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会            松浦 清志 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会           萩野 祐樹 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会           森田 俊寛 

 

 

 

 

 

本年度、兵庫アカデミー会員拡大推進委員会に出向させていた

だくことになりました。私自身、ブロックでいろいろな方と交

流をし、学び、得たものを持ち帰り、LOM で活かせるようにし

たいと思います。１年間頑張ってまいります。よろしくお願い

いたします。 

 

 

 

本年度、兵庫アカデミー会員拡大推進委員会に出向させていた

だくことになりました。私自身、JC歴が短いのでブロックでい

ろいろと学び、得たものを持ち帰り、LOM で活かせるようにし

たいと思います。１年間頑張ってまいります。よろしくお願い

いたします。 

本年度、兵庫アカデミーに出向させて頂くことになりました。淡

路島のいいところを再確認できるよう、兵庫という舞台でいろい

ろと学ばせていただけたらと思います。他 LOMの方との交流も楽

しみにしております。 



           ８． 正味財産増減修正予算書 

 

 

 

 

 

 

修正予算額 予算額 決算額 予算額
H30.1.1～H30.12.31 H30.1.1～H30.12.31 H29.1.1～H29.12.31 H29.1.1～H29.12.31

（12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分）
Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.経常増減の部

（1）経常収益

　①受取入会金 0 0 0 0

0

　②受取会費 6,930,000 6,770,000 7,150,000 6,510,000

　　　　正会員受取会費 6,720,000 6,560,000 6,880,000 6,240,000 40名×\160,000　 4名×￥80,000

　　　　その他受取会費 210,000 210,000 270,000 270,000 卒業生7名×\30,000

　③事業収益 0 0 5,157,000 0

　　　　受託事業収益 0 0 0 0

        登録料 0 0 4,082,000 0

　　　　その他事業収益 0 0 1,075,000 0

　④受取負担金 0 0 0 0

　⑤寄付金 0 0 420,000 0

　⑥雑収益 100 1,500 4,472 1,500

　　　　受取利息 100 1,500 77 1,500

　　　　配当金 0 0 500 0

　　　　雑収益 0 0 3,895 0

　　経常収益計 6,930,100 6,771,500 12,731,472 6,511,500

（2）経常費用

　①事業費

　　　　給料手当 72,400 72,400

　　　　福利厚生費 0

　　　　会議費　賃借料 668,150 700,550 895,680 763,500

　　　　消耗品費 511,265 523,077 994,814 1,039,304

　　　　レンタル料 0 0 0

　　　　食糧費 32,400 32,400 69,000 112,000

　　　　人件費 0 0 8,000

　　　　支払手数料 190,000 190,000 243,000 140,000

　　　　講師関係費 97,400 50,400 86,010 358,640

        謝謝金 300,000 300,000 605,000 425,000

        資料作成費 588,578 589,398 281,860 382,906

　　　　広告普及費 779,900 779,900 931,036 1,194,050

　　　　報告書作成費 820 820 810 3,820

　　　　旅費交通費 50,000 50,000 90,000 150,000

　　　　交際費 0 0 4,392,500 200,000

　　　　保険料 20,880 20,880 9,776 29,215

　　　　印刷製本費 324,000 324,000 1,074,000 636,000

　　　　通信運搬費 106,349 108,317 35,522 61,167

　　　　支払負担金 11,000 11,000 11,000 11,000

　　　　雑費 32,078 32,078 29,099 57,898

　　事業費計 3,712,820 3,712,820 9,821,507 5,644,900

備考科　　　　　目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正予算額 予算額 決算額 予算額
H30.1.1～H30.12.31 H30.1.1～H30.12.31 H29.1.1～H29.12.31 H29.1.1～H29.12.31

（12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分）
　②管理費

　　　　会議費 0 0 0 0

　　　　給料手当 980,000 980,000 607,329 897,600

　　　　退職給付引当金 0 0 0

　　　　福利厚生費 150,000 150,000 126,166 150,000 交通費・雇用保険料

　　　　渉外費 300,000 200,000 202,320 200,000 各種登録\78,000+褒賞\60,000

　　　　慶弔費 200,000 200,000 106,300 200,000

　　　　減価償却費 200,000 200,000 219,602 80,000

　　　　消耗品費 460,000 460,000 240,210 450,000 コピー用紙・トナー他

　　　　消耗什器備品費 0 0 0

　　　　通信費 500,000 500,000 418,927 500,000 電話代・JCプレス送料等

　　　　印刷製本費 30,000 30,000 27,216 30,000

　　　　賃借料 1,020,000 1,020,000 1,020,000 1,020,000 \85,000×12ヶ月

　　　　光熱水料費 250,000 250,000 212,553 250,000

　　　　謝礼金 10,800 10,800 86,400 100,000 税理士報酬

　　　　修理費 50,000 50,000 38,124 50,000

　　　　租税公課 50,000 25,000 33,367 25,000
印紙代・県民税（\22,000)

※雇用保険は福利厚生費に移動

　　　　雑費 100,000 100,000 69,289 100,000 新聞代等

小計 4,300,800 4,175,800 3,407,803 4,052,600

　③負担金

　　　　JCI会費 72,644 67,691 46,600 45,435 \1,651×44名

　　　　日本JC会費 250,000 235,000 230,000 225,000 \30,000+\5,000×44名

　　　　国際協力資金 80,300 74,825 73,000 71,175 \5×365日×44名

　　　　近畿地区会費 81,200 75,800 74,000 72,200 \2,000+\1,800×44名

　　　　兵庫ブロック会費 260,000 245,000 240,000 235,000 \40,000+\5,000×44名

小計 744,144 698,316 663,600 648,810

　　　管理費計 5,044,944 4,874,116 4,071,403 4,701,410

　　　経常費用計 8,757,764 8,586,936 13,892,910 10,346,310

　　　当期経常増減額 △ 1,827,664 △ 1,815,436 △ 1,161,438 △ 3,834,810

　2.経常外増減の部

（1）経常外収益

　　経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

　　経常外費用計 0 0 0

　　経常外費用増減額

　　一般正味財産増減額 △ 1,827,664 △ 1,815,436 △ 1,161,438 △ 3,834,810

　　一般正味財産期首残高 6,632,429 6,632,429 7,793,867 7,793,867

　　一般正味財産期末残高 4,804,765 4,816,993 6,632,429 3,959,057

Ⅱ正味財産期末残高 4,804,765 4,816,993 6,632,429 3,959,057

備考科　　　　　目



 

 

科目 予算額 科目 予算額 科目 修正予算額 科目 修正予算額
事業収入 155,320 会場費　賃借料 0 事業収入 155,320 会場費　賃借料 0

消耗品 5,400 消耗品 5,400

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 0 講師関係費 0

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 144,820 資料作成費 144,820

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 0 通信運搬費 0

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 0 雑費 0

予備費 5,100 予備費 5,100

小計 155,320 小計 155,320 小計 155,320 小計 155,320

事業収入 1,685,000 会場費　賃借料 343,200 事業収入 1,685,000 会場費　賃借料 343,200

消耗品 55,400 消耗品 55,400

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 30,000 支払手数料 30,000

講師関係費 20,400 講師関係費 20,400

諸謝金 300,000 諸謝金 300,000

資料作成費 72,460 資料作成費 72,460

広告普及費 729,900 広告普及費 729,900

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 98,646 通信運搬費 98,646

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 0 雑費 0

予備費 34,994 予備費 34,994

小計 1,685,000 小計 1,685,000 小計 1,685,000 小計 1,685,000

事業収入 151,000 会場費　賃借料 64,000 事業収入 151,000 会場費　賃借料 64,000

消耗品 25,800 消耗品 25,800

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 0 講師関係費 0

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 2,460 資料作成費 2,460

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 50,000 旅費交通費 50,000

交際費 0 交際費 0

保険料 3,330 保険料 3,330

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 0 通信運搬費 0

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 3,500 雑費 3,500

予備費 1,910 予備費 1,910

小計 151,000 小計 151,000 小計 151,000 小計 151,000

事業収入 420,500 会場費　賃借料 60,400 事業収入 420,500 会場費　賃借料 28,000

消耗品 21,600 消耗品 10,800

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 0 講師関係費 47,000

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 2,460 資料作成費 1,640

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 820 報告書作成費 820

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0

印刷製本費 324,000 印刷製本費 324,000

通信運搬費 2,050 通信運搬費 82

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 0 雑費 0

予備費 9,170 予備費 8,158

小計 420,500 小計 420,500 小計 420,500 小計 420,500

明日の淡路確立

総務

収入の部

２０１8年度　委員会別事業修正予算明細

委員会名 収入の部 支出の部 備考

理事長公室

次世代育成

支出の部



 

 

 

 

事業収入 521,000 会場費　賃借料 95,950 事業収入 521,000 会場費　賃借料 95,950

消耗品 177,200 消耗品 177,200
食糧費 0 食糧費 0
人件費 0 人件費 0

支払手数料 160,000 支払手数料 160,000
講師関係費 30,000 講師関係費 30,000

諸謝金 0 諸謝金 0
資料作成費 1,640 資料作成費 1,640
広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 0 報告書作成費 0
旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0
保険料 7,550 保険料 7,550

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 6,965 通信運搬費 6,965
支払負担金 1,000 支払負担金 1,000

雑費 25,578 雑費 25,578
予備費 15,117 予備費 15,117

小計 521,000 小計 521,000 小計 521,000 小計 521,000

事業収入 290,000 会場費　賃借料 94,000 事業収入 290,000 会場費　賃借料 94,000
消耗品 81,600 消耗品 81,600
食糧費 32,400 食糧費 32,400

人件費 0 人件費 0
支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 0 講師関係費 0
諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 3,918 資料作成費 3,918

広告普及費 50,000 広告普及費 50,000
報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0
交際費 0 交際費 0
保険料 10,000 保険料 10,000

印刷製本費 0 印刷製本費 0
通信運搬費 656 通信運搬費 656
支払負担金 10,000 支払負担金 10,000

雑費 3,000 雑費 3,000
予備費 4,426 予備費 4,426

小計 290,000 小計 290,000 小計 290,000 小計 290,000
事業収入 490,000 会場費　賃借料 43,000 事業収入 490,000 会場費　賃借料 43,000

消耗品 73,400 消耗品 73,400

食糧費 0 食糧費 0
人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0
講師関係費 0 講師関係費 0
諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 361,640 資料作成費 361,640
広告普及費 0 広告普及費 0
報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0
交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0
印刷製本費 0 印刷製本費 0
通信運搬費 0 通信運搬費 0

支払負担金 0 支払負担金 0
雑費 0 雑費 0

予備費 11,960 予備費 11,960
小計 490,000 小計 490,000 小計 490,000 小計 490,000

事業収入 3,712,820 会場費　賃借料 700,550 事業収入 3,712,820 会場費　賃借料 668,150

消耗品 440,400 消耗品 429,600
食糧費 32,400 食糧費 32,400
人件費 0 人件費 0

支払手数料 190,000 支払手数料 190,000
講師関係費 50,400 講師関係費 97,400

諸謝金 300,000 諸謝金 300,000
資料作成費 589,398 資料作成費 588,578
広告普及費 779,900 広告普及費 779,900

報告書作成費 820 報告書作成費 820

旅費交通費 50,000 旅費交通費 50,000

交際費 0 交際費 0
保険料 20,880 保険料 20,880

印刷製本費 324,000 印刷製本費 324,000

通信運搬費 108,317 通信運搬費 106,349
支払負担金 11,000 支払負担金 11,000

雑費 32,078 雑費 32,078

予備費 82,677 予備費 81,665
合計 3,712,820 3,712,820 合計 3,712,820 合計 3,712,820

JC活動向上

全体

青少年育成

会員交流
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理   事 小 川  優 一 

理   事 伊 山  真 司 

理   事 桑 原  世 茂 

 



１０． 出向者一覧 

公益社団法人日本青年会議所 

出  向  先 役  職 出 向 者 氏 名 

国際会議支援委員会 委   委 員 岸本 篤人 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 

出  向  先 役  職 出 向 者 氏 名 

持続可能な近畿確立委員会 員   委 員 植野 泰幸 

 

兵庫ブロック協議会 

出  向  先 役  職 出 向 者 氏 名 

日本ＪＣ連携推進会議 議 員 本名 佑至 
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 委 員 松浦 清志 

 委 員 森田 俊寛 

JC 運動発信委員会 委 員 小川 優一 

ブロック大会運営委員会 委 員 川越 勇輔 

財務規則審査会議 議 員 藤川 隆介 
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